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はじめに： SrSi2は300Kで比較的大きな無次元性能指数ZT（~0.15）を持つことから室温付

近での熱電変換材料として注目されている。[1]。ここで、ZTは、電気抵抗率ρ、ゼーベック係

数S、熱伝導率κ、温度Tを用いて以下のように定義される量である：ZT = S2T/ρκ。SrSi2はワイ

ル半金属候補物質としても注目されていたが[2]、我々はSrSi2は従来通りナローギャップ半

導体であることを報告している[3,4]。我々は、SrSi2のZTの向上を図るため、SrSi2のSr原子の

一部を同族元素であるBa原子で置換した試料Sr1-xBaxSi2を合成しBa置換が熱電特性に及

ぼす効果を調べた[1]。その結果、300KでのZT値は0.2まで上昇した。 

本研究では、SrSi2のSr原子の一部を、同族元素であるCa原子で置換した試料Sr1-xCaxSi2を

合成し、Ca部分置換が熱電特性に及ぼす効果を調べた。 

実験：モル比 1.01(1-xs) : 1.01xs : 2 (xs = 0.0, 0.1, 0.2, 0.3)の Sr、Ca、Si の混合物をアーク溶

融し、Sr1-xsCaxsSi2 を合成した。更に、アーク溶融試料に対して放電プラズマ焼結(SPS)処理

を行い試料を作成した。作成した試料の相の同定は、粉末 X 線回折、電子プローブマイク

ロ分析（EPMA）で行った。熱電特性は物理特性測定装置 Dynacool を用いて測定した。 

結果：xs = 0.0, 0.1, 0.2 のアーク溶融試料は SrSi2相単相であったが、xs = 0.3 のそれは SrSi2

相と CaSi2相の混合相であった。図１に Sr1-xsCaxsSi2の電気抵抗率 ρの温度依存性を示す。

x の増加とともに、ρ の温度依存性は半導体的なものから金属的なものに変化し、ρ の値は

減少した。当日は S、κ、ZT のｘ依存性についても報告する予定である。 
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図１ Sr1-xsCaxsSi2 の電気抵抗率の温度依

存性 
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